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組織とした。 (single-step 群 )。また 1 日後、留置した塩化ビニルチューブを
抜去し、新たに 3 層積層化した管状化心筋シートを内挿することで段階的積層
化を行い、6 層管状心筋組織の作製と移植を行った（ double-step 群）。移植後






では、 single-step 群で 1.6±0.8mmHg、 double-step 群で 2.5±0.4mmHg の管
腔内圧を生じた。電気刺激に対する心筋細胞の電位追従性については、移植
後 4 週間で両群ともに全例において追従を確認した。組織切片による解析で
は両群ともに心筋細胞の生着を認め移植組織内に豊富な新生血管を確認する
ことができた。  
【考  察】腸間膜血管床と積層化細胞シートを用いて構築した管状心筋組織
は、移植後に管腔内圧を生み出し、さらに段階的積層化を行うことで管腔内
圧が増大する傾向となったことから、さらなる細胞シート積層化により、ポ
ンプ機能を有する管状心筋組織を作製できる可能性を示唆する結果となっ
た。  
【結  論】本研究では生体内血管床を用いた血管網付与技術と細胞シートの
管状化技術によって、それ単体で機能を持つ、代用臓器が作製できる可能性
を提示した。  
